
（別紙３）

～ 2024年　12月　27日

（対象者数） 25 （回答者数） 3

～ 2024年　12月　27日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・スタッフの自己研鑽を行い、更にスタッフ

個々の適応力を磨く

2
・保護者の見えるところへ週案の貼り出しを

行い、提供している支援の周知を行う

3
・保護者の方に日々の活動の様子を見学いた

だける機会を定期的に開催します

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・半年に一度の面談をお子さんの様子

を見学していただきながら実施させて

いただきます。

2

・クラスの様子を見学していただきな

がら茶話会や講座の開催を進めていき

ます。

3

・祝日にきょうだい児や園や学校のお

友だちをお誘いできるイベントを企画

します。

職員の適切な配置やお子さんに担当制

・主として一対一の担当制を取り入れ、子ど

も達の成長や日々の変化をスピーディにキャ

ッチできるようにしている

○事業所名 リニエプラッツ本町

○保護者評価実施期間 2024年　12月　16日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年　12月　16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

専門性の高い支援

・専門職が多く在籍していることを生かし、

日々利用児さんの情報共有やケース検討を密

に行っている。

・多職種からの目線でのねらいを盛り込んだ

プログラムを立案し、週案を作成している。

保護者の方との密な情報共有とお子さ

んの困りごとに合わせた助言を行って

いる

・毎回同じスタッフが担当することで経過把

握と継続的な支援ができ、共感的な助言に繋

げている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

定期的な面談の実施や子育てに関する

助言や支援を行う

・普段のフィードバックにモニタリン

グ面談を盛り込んでいたため、明確に"

面談"とのお伝えができていなかった事

、時間の確保ができていなかった。

保護者会の開催
・企画していたが日程都合などの理由

で延期されてしまっていた。

きょうだい児参加イベント、地域交流

・コロナ禍で感染対策の観点からきょ

うだい参加ができなくなってしまった

。

・地域の園や学校に通っているお子さ

んが多いため日頃から地域のお子さん

事業所における自己評価総括表公表


